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昭和30年代半ば
，わたしが社会科教師としてスター
トした頃
，厂社会科の教師は掃いて捨てる程いる」と
いう言葉をなげかけられたものである
。「それでは，
掃いて捨てられない得難い社会科教師になるにはどう
すれば
……」というのが，駆出し 時分からのわた
しの課題の
一つでもあった。同様に，現在の若い教師
たちも
，どのようにして堅実に年輪を重ねていったら
よいのか
，その道標すらつかめていないまま試行錯誤
の連続であろうと考える
。わたしも先輩教師の芸（研
究・指導法等々）を盗み取り
，試行錯誤しながら30数
年の歳月を重ねてきた。
本書の冒頭で著者が指摘しているように,実際に学
校教育現場では「ベテラン教師が駆出し教師にノウハ
ウを教える機会はほとんどないのが実状であり
，その
道はブラックボックスのままになっている
」現状に風
穴をあけ
，「‾一歩でも前進の道を示したい」との篤き
思いから
，「ベテラン教師と駆出し教師の差が明瞭に
でるのは何か
」という問題意識のもとに著わされたの
が本書である
。したがって，本書は社会科授業研究の
単なる理論ではなく
，著者自身が実践研究を大事にし，
理論化したいわば実践と理論をみごとに架橋した実践
の書であり
，その論旨は具体的で説得力があり，明快
なものとなっている
。このことは，著者が全国の社会
科教師
，ひいは社会科教育に懸けられる期待と教育
的情熱のなせる業ともいえよう
。そうした著者の鼓動
が本書の冒頭からひしひしと感得でき
，わたし自身を
振り返ってみて
，こうした良書に出会うことのできる
若い教師たちは
，本当に幸せだなあと思わざるを得な
い
。同時に，年齢を重ねてきたわたしにとっても，改
めて大きな示唆が与えられ
，新たな意欲を促すカンフ
ル剤的な著書となっている。
本書の構成に当たって著者は
，ベテラン教師に具備
される
要件として，
ア　豊富な情報量と高い情報操作能力
イ　授業を論じる基礎となる明瞭な考え方
ウ　高い研究能力
工　授業設計
，分析，評価能力の高さ
の四つを挙げ，この要件に到達するための基本的な方
野　綸　純　
一
（大分大学）
策を
，Ｉ情報の理論，Ｈ授業研究の基礎論，Ⅲ授業内
容の構成論
，IV授業設計・分析論，Ｖ評価論，VI授業
研究の方法論
，の６章にわたって具体的な事例を駆使
して論述している。
次にこの構成に沿って内容に少し触れてみる
。
Ｉでは
，社会科教師としての情報の量的・質的確保
の必要性とその方法
，さらに確保した情報の管理法ま
で具体例を挙げて詳述している。
Ⅱでは
，まず何よりも，社会科でどんな子どもを育
てるのか
，その子ども像を教師自身の内に確立するこ
と
。併せて自分自身の授業研究が社会科論史のどの位
置にあるかを見定めた上で
，自分なりの教授学習過程
を開発することの重要性
。さらには，地域教材の開発
に当たっては種々の要件を踏まえながら
，厂仮説をもっ
て身近な地域を見る
」ことの重要性を指摘している。
Ⅲでは
，教材研究の概念を教科内容と学習材の研究
に俊別し
，各々の研究成果や方法を生かした教材内容
の構成等について
，事例をとおして論述している。
Ⅳでは
，価値観の多様化が進む未来社会に対応する
授業設計の必要性と
，それに伴なう単元設計の基本型
を概念探求過程と価値分析過程に位置づけて
，学習指
導案
，授業の研究法について論述している。
Ｖでは
，子どもが自ら学ぶ意欲を育てる授業実現の
条件を三つ挙げ
，それとの関連で，子どものよさを伸
ばす評価の方法
，さらに新学力観との関連から評価の
理論
，個評価，集団の評価の三点から具体的な事例
をとおして示唆に富んだ論述をしている
。
Ⅵでは
，授業研究が研究として成立していないとい
う一般的批判の原因を挙げ，それを克服する方策とそ
の研究を研究として成立させていくための方法につい
て具体的に論じている
。そし「今後，駆出し教師ベ
テラン教師とも絞りこんだ問題
，絞りこんだ研究・仮
説を設定して
，子どもの成長の様子をとられえていく
ことが重要である
。」ことを結語としている。
近年
，著者は意欲的に論文や著書を世に問われてい
るが
，そのなかでも本書は，社会科教育に携わる全て
の教師・研究者にとって多くの示唆を与えてくれる必
読の書として位置づけられよう。
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